
リコール届出日：令和2年8月24日

リ コ ー ル 開 始 日

3件 　無し

市場からの情報による

・ 使用者：ダイレクトメールまたは直接訪問して通知する。

・ 自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。

改善実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアストライカー付近に

Ｎo. ４７９６のステッカーを貼付する。

 車　名 型　　式 通 称 名 備 考

LK36C-15193 ～ LK36C-15302

平成22年6月7日 ～ 平成23年7月27日

LK36E-15020 ～ LK36E-15053

平成22年6月22日 ～ 平成23年7月31日

LK37C-15035 ～ LK37C-15056

平成22年7月6日 ～ 平成23年7月23日

LK37E-15046 ～ LK37E-15076

平成22年7月2日 ～ 平成23年7月31日

MK35C-15272 ～ MK35C-15480

平成22年6月4日 ～ 平成23年8月6日

MK36C-16823 ～ MK36C-17986

平成22年6月7日 ～ 平成23年8月7日

MK36D-15322 ～ MK36D-15626

平成22年6月9日 ～ 平成23年8月3日

MK37C-15473 ～ MK37C-15766

平成22年6月7日 ～ 平成23年8月6日

MK37D-15314 ～ MK37D-15573

平成22年6月7日 ～ 平成23年8月1日

PK37C-15470 ～ PK37C-15477

平成22年6月11日 ～ 平成22年7月12日

PK37D-15152 ～ PK37D-15153

平成22年6月15日 ～ 平成22年6月16日

PW37C-15338 ～ PW37C-15345

平成22年6月5日 ～ 平成22年6月21日

平成22年6月4日 ～ 平成23年8月7日

BDG-PW37C         8

自動車使用者及び自動車
分解整備 事業者に 周知
さ せ る た め の 措 置

基準不適合状態にあると
認める構 造、装置 又は
性能の状況及びその原因

　走行距離が５万ｋｍを超える車両は、原動機を点検し、ピストンが損傷している場合は
全気筒のピストンを対策品と交換する。また、走行距離が５万ｋｍ以下の車両は、全気筒
のピストンを対策品と交換する。

　原動機のピストンにおいて、鋳造工程の設備条件が不適切なため、ピストンリング溝部
の強度が不足しているものがある。そのため、当該溝部に亀裂が生じ、走行中にエンジン
が損傷するおそれがある。

BDG-PK37D         2

       96

BDG-MK36D       301

リ コ ー ル 対 象 車 の 車 台 番 号 の
範 囲 及 び 製 作 期 間

リコール対象
車 の 台 数

BDG-LK36E        34

発 見 の 動 機

４７９６

ＵＤトラックス株式会社　　　　　　 　　       問い合わせ先：お客様相談室
代表取締役社長　酒巻　孝光 　　 　      　　  TEL　0120-67-2301

令和2年8月25日

原動機（ピストン）

リコール届出一覧表

改 善 措 置 の 内 容

ＵＤ
トラックス

BDG-LK36C
BDG-LK36C改

｢コンドル｣

不 具 合 件 数

リ コ ー ル 届 出 番 号

事　故　の　有　無

不具合の部位 (部品名 )

届出者の 氏名又は 名称

(計 2,399台)（計 13 型式) (  1 車種)
(製作期間の全体の範囲) 

BDG-MK37C       293

BDG-PK37C
BDG-PK37C改

        8

BDG-PK36C         1

      208

BDG-LK37C
BDG-LK37C改

       22

BDG-LK37E        31

BDG-MK36C
BDG-MK36C改

    1,138

BDG-MK35C
BDG-MK35C改

BDG-MK37D       257

PK36C-15174

平成22年6月15日

連絡先 自動車局 審査・リコール課

リコール監理室

TEL 03-5253-8111 内線 42361

ｱﾄﾞﾚｽ ： http://www.mlit.go.jp



交換修理用部品が組み付けられた車両

ニッサン
ディーゼル

LK36A-00041 ～ LK36A-00105

MK35A-00044 ～ MK35A-10332

MK36A-00045 ～ MK36A-14198

MK36B-00034 ～ MK36B-10266

MK37A-00045 ～ MK37A-11036

MK37B-00114 ～ MK37B-10190

PK36A-00047 ～ PK36A-10066

PK37A-00007 ～ PK37A-10714

PW37A-00028 ～ PW37A-10367

LK36C-05063 ～ LK36C-05072

　 MK35C-00042 ～ MK35C-15112

MK36C-00032 ～ MK36C-16158

MK36D-05012 ～ MK36D-15153

MK37C-00041 ～ MK37C-15339

MK37D-05094 ～ MK37D-15058

PK37C-00082 ～ PK37C-15348

PW37C-00039 ～ PW37C-15201

【注意事項】　リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

BDG-PK37C
BDG-PK37C改

BDG-PK37D

BDG-PW37C
BDG-PW37C改

PK37B-10020

LK37C-05012

PK36C-00030

PK37D-05007

BDG-MK35C

BDG-MK36C

BDG-MK36D

BDG-MK37C

BDG-MK37D

BDG-PK36C改

PK-PK36A

PK-PK37A

PK-PK37B

PK-PW37A
PK-PW37A改

BDG-LK36C

BDG-LK37C

 

PB-MK36B

PB-MK37A

PB-MK37B

備 考通 称 名車　名 型式 交換修理用部品が組付けられた車台番号の範囲 対象車の台数

5

57

PB-LK36A
PB-LK36A改

PB-MK35A

PB-MK36A

｢コンドル｣

13

12

2

4

6

6

12

1

1

23

2

10

9

1

25

5

合計 (計 220台)

1

8

17


